
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月より医療ソーシャルワーカーとして配

属になりました。これまでは中央地域包括支援

センターで勤務させていただいていました。 

地域資源の理解や在宅支援の知識・経験を培

い、院内外の連携や円滑な退院支援を行い、患

者さんやご家族に安心して退院後の生活を送っ

ていただくことができるよう、 

携わって参りたいと思います。 

不慣れな点が多く、ご迷惑を 

お掛けすることがあると思い 

ます。 

ご指導のほど、よろしく 

お願いいたします。 

1月 17日（木）、呉市医師会館講堂にて『事例から学ぶ医療安全』と題し、広島県医師会常任理

事をされている 渡邊 弘司先生（渡辺小児科循環器科クリニック）をお招きし、講習会を行いました。 

クレームの対応およびアクシデントが起こった際の謝罪についての注意点など、

様々な事例を用いながらわかりやすくお話していただきました。また、記録は残っ

ているものが“全て”であり“正しい”とされるため、カルテへの記載がとても重

要であることを力強く教えていただきました。 

医療安全の確保は患者さんだけではなく、職員自身を守ることにもつながります。 

今後も職員一人一人が医療安全に対する意識の向上に努めてまいります。 

あくせすからのお知らせ 

地域医療福祉連携室 

あくせす 

先生方にはいつもあくせすをご利用いただき、ありがとうございます。 

３月より、あくせすの 土曜日の受付時間が 8時 30分から 12時 30分まで に変更となります。 

月曜日から金曜日は従来通り 8時 30分から 18時 00分まで予約受付を行っております。 

※なお、緊急依頼はこの限りではありません。病院代表（☎22-2321）にお電話をお願いします。 

今後も一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

  ◆入院・紹介外来 ☎32-7576  ◆特殊外来（検査のみの外来） ☎25-7708     
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呉市医師会病院広報誌「あくせすＮｅｗｓ」の発行が今号で 

200号を迎えました。日頃、ご愛読いただいております皆さまに 

心から感謝を申し上げます。 

これからも当院の現状や最新の情報を“呉市医師会病院”らしい 

親しみやすく、わかりやすい紙面で提供できるよう努めて参ります。 

今後ともご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

地域医療福祉連携室あくせす スタッフ一同 

あくせすＮｅｗｓ     号記念 
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医療安全対策講習会 

クリスマスカードお楽しみ抽選  
当選、誠におめでとうございます！ 

１等『加湿器』 
   谷口 正彦 先生（谷口クリニック） 
２等『美味しいお菓子』 
   中嶋 伸一郎 先生（中島内科） 
   平賀 亮 先生（よつばクリニック） 
３等『海軍さんのコーヒー』 
   寺岡 正悟 先生（寺岡内科・呼吸器科） 
   後藤 友彦 先生（升谷医院） 
   日下 美穂 先生（日下医院） 

大切に使わせてもら

います。ありがとう

ございました。 

（谷口先生） 
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平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

115.1 人  55.6％  17.1 日  52 人  127 人  

※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美   事 務 石坂 梨恵 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     ＭＳＷ 森下 香織  ＭＳＷ  萩山 直子  ＭＳＷ  菅原 淳子   ＭＳＷ  巻幡 成実 

 

 

 

 

★1 月 1 日～1 月 31 日★ 

排泄とは、人が本来もっている生理的欲求の一つ

である。それが障害されることは、一度獲得した排

泄の自律性を喪失することであり、排尿障害と排便

障害があります。排便障害の中でも最近では新しい

薬も処方できるようになった便秘について、2017

年に発行された「慢性便秘症ガイドライン」に沿っ

て、お話しさせて頂きました。 

便秘とは、高齢になるにつれ自覚することが多く

なる症状です。便秘の人はそうでない人と比較し

て、QOLが下がり、心血管系のリスクも 1.4倍にな

るとされ、また寿命が短くなるという報告もありま

す。だからこそうまくコントロールする必要があり

ます。 

まずは私が奨める「うんちの 3ルール」にのっと

って排便習慣の指導を行います。また水分摂取を含

めた食事指導や運動療法を指導します。薬物療法に

ついては、今までは酸化マグネシウムやセンナなど

の刺激系下剤がよく使用されてきました。しかし

2012年にアミティーザ（商品名）が発売され、その

後リンゼス・グーフィス・モビコール・ラグノス NF

ゼリー（商品名）と様々な作用の薬剤を使用できる

ようになりました。患者さんそれぞれで効果のある

薬剤が違いますので、患者さんにあった薬剤を選べ

るようになりました。 

しかし以前から繰り返しお話させていただいて

いる「薬剤では効果のない便秘」もあります。そう

いったケースでは、専門的な検査が必要となりま

す。当院では、肛門内圧検査・排便造影・肛門超音

波・バルーン排出テストなど行うことが可能ですの

で、是非ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

この度、2018年 12月より 

多職種による「排便障害ケア 

チーム(仮称：DDCT)」を立ち 

上げました。呉市民の皆さん 

に排便の大事さを啓蒙して参 

りたいと思います。 

最近の排便障害（便秘）の            
        治療について 

●関係医師懇談会 報告（1月 29日）● 

大腸肛門病センター 
副センター長 藤森

ふじもり

 正彦
まさひこ

 


